
  登米高通信 
《目指す生徒像》＝将来にわたって活躍できる土台を備え，地域を支える人材の育成＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月９日(月) PTA 会長の菅野忠美様，同窓会長の佐々木康明

様をはじめ多数のご来賓のご臨席のもと，第７３回入学式が行

われました。９９名の入学生の名前がクラス担任から呼名され

たのち，鈴木秀利校長から入学が許可されました。新入生を代

表し,1 年３組及川莉来さん（東和中出身）が宣誓を行いました。 

〈私たち新入生９９名は、宮城県登米高等学校に入学を

許可されました。つきましては校規を厳守し、生徒としての本分

を守り、文武両道に、切磋琢磨することをここに誓います。〉 

本校は２年後に創立１００周年を控えており，これまでの長

い歴史と伝統を背負う厳粛さの中に、これからの希望に満ちた

雰囲気の中で新入生９９名を迎えました。生徒会役員・野球部・

ソフトテニス部による溌剌とした校歌紹介の場面もあり，平成

３０年度の清々しいスタートとなりました。  

入学式で代表宣誓をする及川莉来さん   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１０日（火）今年度，生徒会行事の最初となる対面式・

部活動紹介が行われました。吹奏楽部の歓迎演奏にあわせて，

騎手３年の齋藤圭真君を先頭に，新入生９９名が真新しい制服

で入場。生徒会長

の石川愛那さん

が「私たちは新入

生のみなさんと

ともに，登米高校

の新しい歴史を

創っていきたい」

と歓迎の挨拶を

述べました。 

次に新入生を代表して，１年１組芳賀海斗君（登米中出身）

が，「１日も早く登米高校での学校生活に慣れ、登高生の自覚を

持って先輩方の後姿を見ながら，これからの登米高を盛り上げ

ていきたい」と力強く誓いの言葉が述べられました。部活動の

紹介に移り，各

部が趣向をこ

らした企画で，

部の魅力を発

信，入部を訴え

るパフォーマ

ンスあり，作成

した独自ＰＲ

動画ありで盛

り上りました。 
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こ
の
た
び
、
登
米
高
等
学
校
校
長
に
着
任
い

た
し
ま
し
た
鈴
木
秀
利
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
本
校
は
、
大
正
九
年
に
登
米

の
方
々
の
熱
望
に
よ
っ
て
女
学
校
と
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
幾
多
の
歴
史
を
経
て
、

二
〇
二
〇
年
に
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

学
校
は
一
人
一
人
の
生
徒
が
さ
ま
ざ
ま
な

学
習
活
動
を
通
じ
て
「
確
か
な
学
力
」
を
身
に

付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
実
現
を
遂
げ
て
い
く

場
で
す
。
毎
時
間
の
授
業
を
分
か
り
や
す
く

工
夫
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
教
職
員
が
心
を

一
つ
に
し
て
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
願
い
に

寄
り
添
い
、
一
人
一
人
が
安
心
し
て
学
び
、
成

長
で
き
る
学
校
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。 

そ
の
上
で
、
学
校
目
標
と
な
る
「
将
来
に
わ

た
って
活
躍
で
き
る
土
台
を
備
え
、
地
域
を
支

え
る
人
材
の
育
成
」
を
目
指
し
、
日
々
の
教
育

活
動
に
誠
心
誠
意
あ
た
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
方
と
同
じ
目
線

に
立
ち
、
と
も
に
手
を
た
ず
さ
え
な
が
ら
よ
り

よ
い
学
校
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
御
理
解
御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

「
登
米
高
通
信
」
は
、
保
護
者
の
皆
様
や
登

米
町
の
皆
様
方
に
対
し
て
、
本
校
生
徒
が
学

習
活
動
に
生
き
生
き
と
取
り
組
む
姿
を
お
伝

え
す
る
た
め
に
定
期
発
行
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
本
通
信
が
学
校
と
保
護
者
・

地
域
を
つ
な
ぐ
情
報
の
懸
け
橋
と
な
る
こ
と
を

念
願
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
本
校
へ
の

御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

宮城県登米高等学校 《基本方針》 

◇確かな学力を身に付け、生徒の志望を達成させる 

◇社会人として自立できる人間づくり 

◇生徒 保護者 地域から信頼され、選ばれる学校づくり 

校 訓  誠 実  勤 勉  進 取 《平成３０年４月号》 

４月２６日発行 



 

今年度，登米高校に新しく着任された１５名の先生方です。

どうぞよろしくお願いいたします！       （敬称略） 

職 名 氏 名 前 任 校 担当教科等 

校 長 鈴木 秀利 県スポーツ健康課  

教 諭 梅村 秀俊 石巻市立桜坂高 保健体育・テニス部 

教 諭 阿部  聡 石巻好文館高 国 語・バレー部 

教 諭 三浦 浩美 気仙沼西高 英 語・美術部 

教 諭 大野 淑美 伊具高 国 語・吹奏楽部 

教 諭 中川 貴仁 新規採用 理 科・カヌー部 

教 諭 工藤 大将 新規採用 保健体育・カヌー部 

講 師 佐藤 拓摩 本吉響高 保健体育・サッカー部 

事務室長 高橋 秀一 気仙沼西高 事務室 

技 師 鈴木  孝 登米総合産業高 事務室 

非常勤講師 白鳥 善也 加美農高 国 語 

カウンセラー 滝川 雅啓 古川高 相談業務 

地学地就連携 中川義二郎 登米総合産業高 就職支援業務 

教務補助 橋上 忠和 新規採用 事務室 

事務補助 及川 正紀 新規採用 事務室 

 

【野球部 大阪へ】 ３月２３日（金）～３月２６日（月） 

本校野球部は

３年目となる，

気仙沼高校野

球部と合同の

大阪府茨木市

での親善試合

「がんばろ

う！つばさネ

ットワーク」に招待参加し，野球交流を深めてきました。 

被災地東北との野球交流を通じた支援を目指すこの企画を通

じて，野球部員は，茨木市内のご家庭にホームステイをしなが

ら交流試合のほか，さまざまな交流イベントにも参加，東北の

元気と登米高校野球部の元気をＰＲしてきました。 

【 to me スマイル隊】校内活動 ３月１２日（月） 

昨年７月に結成された，本校の防犯

ボランティア「to me スマイル隊」活

動ジャンパーが出来上がり，お披露目

をかねて交通安全の呼びかけを実施。

生徒たちは真新しいジャン

パーを着用，昇降口でチラシ

を配布しました。このデザイ

ンは生徒会の考案で，白地の

背中に，黄色と青の登米高ロ

ゴマーク。フレッシュ感ある

とても素敵なデザインです。 

 

現在 103 歳の近江

タミ子さんは大正３年

生まれ。登米高校の前

身の登米高等女学校第

一回卒業生で，本校の

大先輩です。昨年度末，

石巻市在住の近江タミ

子さんを同窓会の佐々

木康明会長，本城房子

石巻支部長，本校写真

部らが表敬訪問しました。女学校当時は，柳津のご自宅から片

道５㎞以上の道のりを徒歩通学，無欠席だったそうです。途中

から，北上川に汽船が運行され，船で通学したということ。部

活動はテニス部に所属。「昭和二の年春四月…」という登米高女

の素敵な校歌が忘れがたく，今でも時折口ずさむそうです。 

そんなタミ子さんを有名にしたのが「タミパン」。タミ子さん

が家庭でよく使っていたパン焼き器

を，長女・洋子さんの嫁ぎ先である岩

手県水沢市にある及源鋳造で商品化。

南部鉄器製の素敵なパン焼き器とし

てテレビ等でも話題となり，人気商品

となりました。近江タミ子さんにはま

すますお元気に，これからも長生きしてほしいと願います。 

表敬訪問で取材をした写真部２年 佐々木郁哉君の感想 

タミ子さんは 103 歳とは思えないほどお元気でした。

何より驚いたのはその記憶力です。今も登米高女の校歌

や友人関係，ご近所の話などしっかり覚えています。 

そしてタミ子さんは周りの人に今こうして生きているこ

とに心から感謝しているようでした。きっとその感謝の気持

ちを忘れないことが，長生きの秘訣なのだと感じました。 

 

４月２１日（土）、ＰＴＡ総会が開催されました。授業参観に

は朝早くから多数の保護者の皆様にご参観いただきました。参

観後ＰＴＡ総会が行われ，１６５名の会員参加となりました。

菅野忠美会長の挨拶後の協議で，新 PTA 会長には秋葉加織様

（東和支部）他，役員の方々が承認されました。そして特別企

画として「吹奏楽部ミニコ

ンサート」。本当にすばらし

い演奏に心和みました。翌

２４日（火）午後 6 時より

ＰＴＡ総会の報告会が行わ

れ，５５名の保護者が参加。

合計２２０名の参加となり

盛況のうちに終了しました。 


